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 本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号を教え頂い

た会社へお送りしております。不要の方はお手

数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 

就業規則は定期的な見直しが必要です 

たとえ完璧に作られた就業規則であっても、

時間の経過とともに不都合が起きる可能性があ

ります。定期的に、出来れば１年に一回は見直

しが必要です。弊事務所では、法的視点、第３

者的視点から御社の就業規則を診断します。 
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降格処分

降格処分というと多くの場合に懲戒処分をイメ

ージしますが、大きく３つのケースがあります。

①責任を問う形での降格 （懲戒降格）、②能力が

欠けるための降格 （不適任降格）、③組織の変革

に伴う降格 （リストラ降格）。今回は①の懲戒降

格を取り上げ、判例をもとに整理してみます。 

 懲戒降格とは  

社員の不正行為や過失に対して、懲罰的に人事

等級や職位を下げることです。降格に伴って給与

も下がることが多く、降格された社員にとっては

大きな不利益となりますので、トラブルになって

いるケースがあります。懲戒降格に限らず、降格

処分は慎重に行うことが必要です。 

 アメリカン・スクール事件  

学校の施設管理部長が取引業者から仕事の発注

の見返りに長期にわたり多額の謝礼を受け取って

いたことが発覚した。学校は、地位を利用して私

利を図り、学校に損害を与えただけでなく、学校

の業務の適正な管理遂行を害した行為として、管

理部長の職を解き、施設の管理アシスタント・マ

ネージャーに降格したもの。施設管理部長は、こ

の処分は無効であると裁判所に訴えた。 

裁判所は、能力・資質が、現在の地位にふさわ

しくないと判断される場合に降格することは人事

権の行使として当然に認められると、処分は有効

と判示した。 

 星電社事件  

社員からの告発状に基づいて会社が調査をした

結果、部長職にあった者が飲酒運転、朝礼への遅

刻、駐車場での宿泊、酒気帯びでの出社が確認さ

れ、一般職に降格されたもの。部長は、就業規則

に根拠がない懲戒処分は無効と主張した。 

裁判所は、本処分は懲戒処分ではなく人事権の

裁量的行為に当たるものであり、不当とは認めら

れないとして訴えを退けた。 

 Ｓ輸送事件  

運送会社の営業所次長が２人の同僚と派遣社員

の女性と居酒屋で飲食をした。その後、酔ってベ

ンチで嘔吐した女性のタクシーに同乗し、家に向

かう途中、彼女のスカートを引っ張り上げた。女

性は、職場の上司である総務部副部長に、セクハ

ラ被害を申告、相談した。総務部副部長は、営業

所次長からの説明を鵜呑みにしてセクハラの事実

はないと上層部に報告した。その後、会社は被害

事実を認め、社長が謝罪するに至った。会社は、

営業所次長を次長代理に、総務部副部長を適切に

処理すべき職責を怠ったとして経理課長に降格し

た。２人は降格処分の無効を訴えた。 

裁判所は、降格処分には合理的な理由があり、

会社が有する人事権の裁量の範囲内の措置として

処分は有効と判示した。 

 まとめ  

 裁判所が有効と判示した降格処分の３事例を示

しました。どれも、不祥事に対して、懲戒処分で

なく人事権の裁量範囲の措置としているところは

注目すべきでしょう。懲戒処分であれば、労働基

準法の制裁の制限規定に抵触し、処分無効と判示

された可能性を拭うことができません。 

 人事権に関しては、懲戒処分と異なり就業規則

の規定は不要とされていますが、人事規程を整備

して、役職人事の透明化・公平化を図ることが労

務トラブルの未然防止に必要でしょう。


